
第２６回中国五県高等学校教頭・副校長会研究協議会　記念講演

平成２１年８月１１日　１０：３０～１２：ＯＯ

講　師　特定非営利活動法人　アムダ　代表 菅波　茂　先生

演　題　「平和へのパートナーシップj　一人材育成のために
一

　　｢教える命があれぱどこへでも｣の活動をする，アムダの代表をされている先生の原点

は，高校生の時，資料集で見た１枚の写真であった。それは，戦死して水に浮かんでいる

一人の若者の写真であヽた。先生の医者としての経験から，病気で死んでいく人のうち，

９９％の人が｢死にたくない｣と思い，わずか１％の人が｢感謝の気持ち｣で死んでいく。

写真の青年は，２００％死にたくなか，たに違いない。なぜ死ななければならなか，たの

か。

　｀IJ'-4.11j,1‘1:1｡|･1'･,4:ll,l･i,!I･lil´IIがj!･,l,Lヽ:IJQ!.la:; | ，I･L・｡｀,･1以.j l !1 1111,111,｡|｡(･･,ﾉjlljしヽ朽jojである｡

11'h SII1,1t･,j･1,1.1=jly4(リI:いー,･jlで,1,･j /･ が，IM.ぞ|!(･1.1.11実L./:・j.fyl･j,り;iULるこ

,1･ | にれ｡;りj･. laヽわ・ｒｊにヽど｡41右･･l･lqll,I･11，1･りAcﾉ)今11のljlrl･(食べること)と

||||111j4,111'jい',l･j,･ﾉJ唇自】がltljU,(りど,','･レ)･認,－|('いる｡

　.I･　11　　　・リ目，ｊ;　ＩＪ　。一･/II ,'り1，;11,jj‘ ・ 1秦|難をjl,:にする|剔係である。共

に1Ⅲ･,1□･ぺ･,jll･j l　l ，申,･jjjU UII･が深,Lる｡Aj婦のIMj係である。国際社会では，私とあな

/Jj関係｜かない｡1｡･i･|･j‘(りるのか，1,j釦できないのか，苦労をともにできるのか。世界

･ﾉjA,,‘j･ﾉ)人|.I¶|IVI係を築くのに大切な考え方である。

　人権川,l｡|存在に対して敬意を払うこと｣である。あなたのことを忘れていません。

あなたのことに関心があります。あなたを必要としています。｢ありがとう｣の言漿は，

相ｒの存在に対して，最大の敬意を表す言葉である。

　差別とは。意欲や能力があるにもかかわらず，何らかの理由無き理由でチャンス6. '心･

ず結果を出させないことである。意欲と能力のある人には，チャンスを'j4る｡¬,‘･が11,･11!

である。

　　「平和」、「人権」、「差別」をどう考えるのか。白分でしりかり;i ･’沁1

欲しい。本当のものの見方、考え方をすることがこれからのIJ撲りL;:=･、

間関係を築く上で大切である。
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